
千葉県

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・ 県内５箇所の教育事務所へ各１名の総括コーディネーターを配置。情報収集と指導・助言にあたり，市町村に対する総合的な支援の在り方を明らかにする。

・ 「部活動地域移行実行委員会」を組織し，関係部署・団体同士の連携と，各部署・団体の管下組織への情報伝達経路を同時に整備し，推進の地盤を構築する。

・ 各市町村同士が情報交換したり，合意形成を図ったりする場を設定し，複数市町村が連携した推進体制を構築する。
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業務委託

・部活動実行委員会を開催
・県内市町村担当者連絡協議会を開催
・県内全市町村と個別面談を実施

・ 本県は政令市を除く５３市町村から成り，県の試算では５年ごとに約５％ずつの年少人口減少が見込まれる。また，中学校及び義務教育学校において教師の

約６０％以上の割合で４５時間以上超過勤務が生じている現状がある。

・ 都市部と町村部では，各市町村の課題が大きく異なる中，市町村に対しどのような支援が有効であるか明らかにする必要がある。地域の実情に応じた多様な運営

団体・実施主体の在り方，コーディネーターに求められる実務，市町村同士の連携，生徒の参加方法や費用等について，課題を明らかにする必要がある。

・ 県総括コーディネーターを配置することにより，各市町村の協議会設置率や地域クラブ活動に関する取組が大きく前進した。

・ 部活動地域移行実行委員会が機能したことにより，事務局から各市町村の関係部署・団体への情報伝達経路が整備され，多分野から県事業への参画が見られた。

・ 県が主導して広域連携の機会を創出することで，市町村同士の連携が推進された一方，合意形成に関する課題が明らかとなった。

山武市

睦沢町

袖ケ浦市

社会体育団体に運営委託
計３中学校、３部活動を地域移行

総合型地域スポーツクラブに管理委託
計１中学校、２部活動を地域移行

スポーツ協会と連携
計５中学校、３部活動を地域移行

成田市

八千代市

流山市

佐倉市

民間事業者による地域クラブ運営の
ＩＣＴツールの利用を実証検証

民間事業者に業務委託
計10中学校、１部活動を地域移行

民間事業者に業務委託
計１中学校、１部活動を地域移行

鴨川市 スポーツ協会と連携
計３中学校、６部活動を地域移行

民間事業者に業務委託
計１中学校、１部活動を地域移行



千葉県八千代市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

令和５年度に市内４部活動において，部活動指導員を配置し，今後のモデルとするべく事業を実施した。そこでは，教員・指導者・生徒・保護者から多角的な視点を交えな

がら，成果と課題を洗い出していく。そこで，本委託事業を活用し，ICTを活用しながら部活動指導員の負担軽減や生徒・保護者の利用のしやすさなどを目指し，スムーズな

連絡手段等を構築していく。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：休日部活動地域連携
（２）運営主体：八千代市教育委員会
（３）種目：バスケットボール・ソフトボール・陸上競技
（４）指導者の主な属性：市会計年度職員
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：４回（年間５２回）
（６）主な活動場所：学校
（７）主な移動手段：徒歩
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：０円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒０円／指導者０円

八千代市では現在，約１７０の部活動が市内にあり，その多くは顧問のみで運営している状況である。一部ボランティアによる外部指導者が令和５年度は２９名の方が携

わっているのが現状である。市内の学校間の生徒数の差が大きくなってるため，中規模校・小規模校では，多くの部活動の悩みとして部員不足が挙げられている。そして多くの

学校で部活動の数の縮減は行われておらず，より多くの先生方が部活動の顧問をせざるを得ない状況にある。

・学校・教員、地域指導者、参加生徒・保護者間で、プライベートな連絡先を利用することなく、休日の部活動の出欠・遅刻連絡、並びに各種事務連絡等が可能なった。

・当該コミュニケーションの内容は、八千代市教育委員会及び生徒が在籍する学校の管理職が必要に応じて、随時モニタリングし、フィードバックすることができ，教員が休日の部

活動につかずに活動を安心して取り組める環境をつくることができた。
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千葉県流山市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・全１０中学校の４部活動に外部指導員を配置した。

・外部指導員を配置している部活動の中から、南流山中学校ハンドボール部を流山市ハンドボール協会の協力を得て、地域クラブとして活動スタート。

（１）運営類型：民間スポーツ事業者運営型
（２）運営主体：スポーツデータバンク株式会社
（３）種目：ハンドボール
（４）指導者の主な属性：地域クラブ活動指導員
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：４回
（６）主な活動場所：南流山中学校グラウンド
（７）主な移動手段：徒歩
（８）１人あたりの参加会費：なし
（９）１人あたりの保険料：生徒８００円／指導者１８５０円

・本市は、人口２０万人を越え、人口増加している地域である。

・小学校１７校、中学校１０校に加え、令和６年度には、新設小学校２校が加わり、全２９校となる。

・運動部活動は約１００部活あり、生徒の加入率も高い。令和元年から外部指導員を配置していることを活かした地域クラブ活動を展開していきたい。

・生徒からは、より専門的な指導が受けられる。県大会で１勝することができたので、さらに頑張りたい！と高評価を得ている。

・保護者からは、外部指導員の方々が、地域クラブ指導員として関わってくださるので安心感があるという声が挙がった。

・工夫した点としては、活動拠点を学校にしたこと。平日も見てくれている外部指導員を、土日の地域クラブ指導員にしたことである。
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・地域クラブ活動の運営

・地域クラブ協議会を開催
・推進計画の策定
・職員・生徒・保護者への説明会
の実施

●地域クラブ活動の概要



千葉県佐倉市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・部活動地域指導事業検討会議を３回実施し、専門家や市民の声を参考に部活動の地域移行を推進した。

・プロポーザル方式により運営団体を選定し、市、運営団体、学校で協議をしながら最適な地域クラブ活動を運営した。

・毎週土曜日の活動を基本とし、１日に２～３時間程度、地域の指導員による地域クラブ活動を実施した。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：地域スポーツ団体等運営型 民間スポーツ事業者運営型
（２）運営主体：株式会社スポーツデータバンク
（３）種目：陸上競技
（４）指導者の主な属性：主担当：大学院生、副担当：小学校教員
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：４回
（６）主な活動場所：岩名運動公園小出義雄記念陸上競技場

臼井中グランド
（７）主な移動手段：自転車
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：０円（公費負担のため）
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1850円

・もともと、部活動の指導に地域の方々が携わる協力的な地区である。

・部活動の地域移行の制度に対する学校の教員、保護者、市民等の理解が浸透していない。

・課題としては、優秀な人材の確保や受益者負担以外の財源の確保があげられる。

・地域指導者の専門性の高い指導により、多くの生徒が各々の目標を達成することができた。

・中学校の顧問は、本来の学校の用務に時間を割いたり、休日は個人の時間を過ごすことができたりするなど、業務改善の一助となった。

・市内で活動している社会体育や文化団体等に、可能な限り調査を行い、来年度以降の地域クラブ活動の在り方について研究をしている最中である。
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・部活動地域指導事業検討
会議を開催
・市内保護者への説明会の
実施
・保護者、生徒への意識調
査の実施

・部活動指導員を学校へ派
遣
・地域クラブ活動の運営
・佐倉市における地域移行
の調査研究

地域クラブ活動
へ参加



千葉県成田市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・保護者向け導入説明会を実施

・生徒管理システム（出席欠席の確認、メッセージ機能、アンケート機能）、指導員勤怠管理/労務管理システムを導入

・市と事業者による定例ミーティング（報告会）/臨時ミーティングを実施、指導員からの現状ヒアリングミーティングを適時実施

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：業務委託
（２）運営主体：オークスベストフィットネス
（３）種目：柔道
（４）指導者の主な属性：一般指導員１名、教員兼職兼業3名
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：土日いずれか1日、

月４回程度
（６）主な活動場所：成田市立西中学校 柔道場
（７）主な移動手段：徒歩、自転車及び保護者送迎
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：無料
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

・各校における部活部員の減少

・教員の部活動指導によっておきる業務量増加を抑制

・部活動の指導品質低下を防ぐ為の専門的指導の担保

・生徒管理システムを導入し所属生徒の管理をしやすく、メッセージ機能などを利用する事でコンセンサスをスムーズに行う事とした

・指導員勤怠管理をシステムを導入し勤怠から給与支払いまでを一元管理

・指導員からの安全管理や身体に関わる知識などをフィットネスクラブの特性を生かし相談窓口を設置
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・地域クラブ事務局の運営・人材バンク労務管
理、勤怠管理・生徒管理システムの運用

・部活動検討委員会開催
・推進計画の策定
・中学校への説明会の実施



千葉県山武市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・令和５年度、市で部活動を１つ（剣道）の休日の活動について、地域クラブへ移行する。

・市内の少年スポーツクラブ連合会、スポーツ協会から専門的な指導が可能な指導者を派遣する。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：地域団体・人材活用型
（２）運営主体：成東東剣道クラブ、山武望洋剣道クラブ
（３）種目：剣道
（４）指導者の主な属性：剣友会メンバー、保護者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：月４回程度
（６）主な活動場所：中学校体育館
（７）主な移動手段：自転車
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：なし
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

・市内４つの中学校では、現在１０種の運動部と３種の文化部が部活動に取り組んでいる。生徒数の減少もあり、チームスポーツでは単独ではチームを組めず、近隣の中

学校と合同チームとして大会に参加している部活動もある。令和５年度について、市で部活動を１つ、休日の活動を地域クラブへ移行することを目標としたが、運営団体（指導

者の派遣管理、参加生徒の掌握、非常時の連絡体制や生徒指導等の対応など）として適当な団体がないことをはじめ、様々な課題がある。

・当初、3か所で地域クラブを展開することを計画していたが、2か所での展開となった。それぞれ、剣友会のメンバー、保護者が指導者となり、休日の活動を地域クラブとして実

施したが、完全移行の形ではなく、学校の部活動と連携、活動日の調整をしながらの取組となっている。中学校で活動している部員の多くが小学校の頃から剣友会で学んでおり、

生徒も保護者も指導にあたった剣友会メンバーと馴染みがあり、スムーズに実施できた。また、もともと剣友会が休日にも活動していたため、指導にあたった剣友会メンバーの都合

もつきやすかった。 



千葉県睦沢町

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・昨年に引き続き卓球とバレーボールの２種目において地域移行の取り組みを実施した。

・睦沢町地域クラブ推進協議会を設立してスポーツ有識者・学校代表・保護者等から今後の推進方針を協議した。

・来年度の男子バレーボールのクラブチーム化に向けた土台作りを実施した。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：総合型地域スポーツクラブ
（２）運営主体：民間
（３）種目：卓球・バレーボール
（４）指導者の主な属性：スポーツ指導員・外部指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：４回
（６）主な活動場所：睦沢町立睦沢中学校
（７）主な移動手段：自転車・徒歩
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：０円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

指導者を中学校へ派遣

・地域クラブ活動の運営
・指導者の紹介等の協力

・メンバー、指導者の確保が困難である。

・地域クラブ活動の参加料負担への保護者への理解を得ることが難しい。

・生徒や保護者への地域クラブ活動の制度の説明・周知が足りていない。

・生徒、保護者、指導者から聞き取りを実施して意見の吸い取りや現状把握に努めた。

・来年度のクラブチーム化に向けて広域連携を実施して、近隣の自治体にチラシ配布などの協力を求めた。
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千葉県袖ケ浦市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・スポーツ協会と連携し、部活動の地域移行に向けての方向性や方法を協議、検討

・地域部活動実行運営委員会議、種目別運委員会で、事務局、スポーツ協会、学校が連携し、方向性や指導方針等の共有

・種目ごとが自立し、学校、顧問、事務局との連絡調整を進めていける環境整備

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：市区町村運営型（地域団体・人材活用型）
（２）運営主体：教育委員会
（３）種目：陸上・野球・剣道
（４）指導者の主な属性：スポーツ協会、希望する教員、公務員、地域の方
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：１、２回
（６）主な活動場所：市社会体育施設、学校体育施設
（７）主な移動手段：徒歩、自転車、保護者の送迎
（８）１人あたりの参加会費等（年額）：０円/年
（９）１人あたりの保険料：生徒８００円／指導者１８５０円

・袖ケ浦市内には公立中学校が5校ある。団体種目については連合チームで大会に出場している学校もあり、部員数も減少してきている。拠点校だけでなく、市内で
一か所に集まる合同練習形式や、近隣校での合同練習など実情に応じて進めていく必要がある。
・専門外の種目を受け持つことや土日の部活動に従事することを負担に感じている職員も少なくない。
・今後の休日の部活動を継続していくためには、地域の指導者の質と量を確保し、学校が関わらなくても運営していけるクラブの仕組みを作っていく必要がある。

・学校や地域の実態により、抱える課題が様々であったため、慎重な情報収集に努めた。市内には、学校や地域によって、これから生徒が増加していく学校と減少して

いく学校が混在している。学校や地域の実態や要望に寄り添い、慎重に対応した。

・様々な年代での交流もあり、多様な人との関わりのある、地域に根ざした、持続可能な取り組みとなった。

・今後、種目ごとの自立した活動を目指すために、各種目の指導者で参加者への連絡、指導者同士の連絡、会場の調整等、できることから実施した。

その中でも、学校を使用する時は、学校行事や学校部活動、学校開放事業との調整もあり、調整が難航する等、多くの課題が残った。
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●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・地域移行に向けた体制づくりとしてコーディネーターを１名配置し、関係する団体と各中学校と連携調整を行う。

・協議会（鴨川市学校部活動地域移行連絡会）を開催し、本市としての地域移行や地域連携の形について協議し、６部活動を市スポーツ協会専門部及び

 民間スポーツクラブを実施主体とする地域クラブ活動に移行する。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：地域スポーツ団体運営型（体育・スポーツ協会運営型）
（２）運営主体：鴨川市スポーツ協会卓球部
（３）種目：男子卓球、女子卓球
（４）指導者の主な属性：鴨川市スポーツ協会卓球部に所属する指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：４回程度
（６）主な活動場所：鴨川市立鴨川中学校
（７）主な移動手段：徒歩、自転車、保護者の送迎
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：徴収なし
（７）１人あたりの保険料：生徒８００円／指導者１８５０円

・市立３中学校は、学校規模に大きな差があるため展開している部活動数にも大きな差がある。また、地域の方が外部指導者として関わっている部活動は全体

の３分の１にも満たない。

    ・指導者の確保において、受け皿として考えられるスポーツ団体等39団体のうち、すでに中学生が関係しているのは５団体で、３中学校の教職員のうち、兼職兼

  業の許可を得て指導に関わりたいとしているのは約３割しかいないため、地域クラブ活動の移行については、指導者の確保が大きな鍵となっている。

    ・コーディネーターを中心に、鴨川市学校部活動地域移行連絡会等をとおして市内各スポーツ団体や各学校に地域移行への認識を深めるとともに、連携して地域

 移行に取組む体制が醸成できた。

・実証事業の市スポーツ協会専門部による地域クラブでの活動では、終了後のアンケートで生徒と教職員、指導者のいずれも高評価を得ることができ、移行に向け

 た流れを確認できた。

卓球部
教職員
の顧問

地域の
指導者

鴨川中学校

鴨川市教育委員会

連絡調整等

休日のク
ラブ活動

平日の
部活動

指導主事・部活動域
移行コーディネーター

卓球
クラブ

希望者

鴨川市スポーツ協会卓球部

平日休日

※イメージ図
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